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第１節　はじめに
富山県特産品であり，県の花であるチューリップ球根は重要な農産物（生産・
所得資源）であり，観光資源でもある。ここ 20 年来（1993 年がピーク），そ
の生産量は 3分の１に減少，栽培面積も 3分の１に低下，生産者数は 4分の１
である。また，チューリップフェア入場者の最大値は 1996 年の 45.1 万人であ
るが，2015 年には 32 万 1 千人と低迷している。チューリップ球根生産の低迷
の原因は，1988 年チューリップ球根の輸入自由化以来，安価なオランダ産球
根が輸入されたことであると言われる。実にオランダ産の日本での市場占有率
は現在，80％に達している。低迷の原因には，オランダ産との価格競争に加えて，
日本経済の「失われた 20 年」と呼ばれる長期の不況，そして，リーマンショッ
ク（2008 年 9 月）や東日本大震災（2011 年 3 月）の影響による需要減少がある。
さらに，チューリップが消費者に飽きられ他の花きに嗜好が変化したことなど
が考えられる。
チューリップ球根などの花き球根は，世界的な貿易が広く行われるグローバ
ル商品である。激しい価格競争が展開しており，その価格や取引は世界市場に
おいて決定される。したがって，世界の市場動向を見ておく必要がある。
2014 年版の国際花き統計（AIPH, International Statistics Flowers and 
Plants）などによると，世界の主要国の花き球根栽培面積は表 1のようにな
451
－236 （     ）－
る 1。 2013 年のオランダの球根栽培面積は約 18,500haで世界第 1位であり，主
要国全体の約6割を占める。2位はイギリスで約5,200ha，3位が中国約4,500ha，
4位アメリカ約 2,500ha，5位フランス約 1,100ha。日本は 6位約 400haであり，
オランダの約 40 分の１である。これら主要国以外に，Bushman（2005）によ
れば，2002/3 年において，イスラエル（456ha），ポーランド（335ha）ニュージー
ランド（258ha），チリ（240ha），南アフリカ（200ha），ブラジル（190 ha），
アルゼンチン（47ha）などの国々が球根を生産している。
2000 年と 2013 年の比較を行うと，増加国は，ドイツ（235%，即ち 2.4 倍），
トルコ（102%）である。減少国は，韓国（32％，7割減），日本（42％，6割減），
アメリカ（70％），ベルギー（76％），フランス（82％），イギリス（82％），オ
ランダ（89％）である。中国は 2000 年の面積のデータがないが後述のように
生産額のデータから類推すると，増加国に入る。主要国全体では，2013 年は
2000 年に対して若干の減（2.6％）である。
表１　世界の花き球根生産　2000 年－ 2013 年
 ha 年 ha 年 2013 年シェア 対 2000 年比
ベルギー 224 1999 171 2012 0.5% 76.3%
フィンランド 8 1999
フランス 1,368 2003 1,115 2013 3.4% 81.5%
ドイツ 115 2004 270 2012 0.8% 234.8%
アイルランド 81 2001
オランダ 20,788 2000 18,528 2013 56.6% 89.1%
イギリス 6,293 2000 5,163 2013 15.8% 82.0%
トルコ 54 2004 55 2013 0.2% 101.9%
中国 4,471 2012 13.7%
日本 995 2000 414 2013 1.3% 41.6%
韓国 68 2000 22 2013 0.1% 32.4%
台湾 14 2003
アメリカ 3,611 2001 2,521 2012 7.7% 69.8%
計 33,619 32,730 100.0% 97.4%
出所：AIPH, International Statistics Flowers and Plants 2001, 2004, 2007, 2014。日本
農林水産省『花き生産出荷統計』平成24年産。韓国農林畜産食品部『花卉栽培現況』
2014。英国環境食料農村地域省（DEFRA,UK）, Basic Horticultural Statistics 2014。
1　イギリスの花き球根生産（ﬂowers and bulbs in the open）は，International Statistics 
Flowers and Plantsでは2011年版から切り花生産に分類されているが，本稿では，従来の
分類である球根生産とする。
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本稿では，世界の主要な球根生産国の球根産業を概観する。球根栽培面積上
位６か国のほかに，アジアの近隣国である韓国と，日本の球根輸入先の第 2位
であるニュージーランドの計 8か国を対象として考察する。対象年代は 2000
年から 2013 年とする。2 
以下の節では，まず，各国のマクロ経済と農業の特徴を概観する。次に，各
国の球根産業の生産，貿易の動向を検討する。最後に，各国の球根産業の特徴
をまとめる。
第 2 節　花き球根生産国の経済と農業
各国の経済状態を見よう。各国の主要経済指標として，経済成長率，失業率，
消費者物価上昇率，為替レート，貿易依存度の推移をみる。また，各国の農業
位置付けとして，就業者数に占める農業従事者の割合，GDPに占める農業の
割合について比較しよう。対象期間は 2000 年から 2013 年とする。
１　経済成長率
図 1-Aは，2000 － 2013 年のオランダ，イギリス，フランス，アメリカ，中国，
韓国，ニュージーランド，日本の8か国について，経済成長率（実質GDP増加率）
の推移を示したグラフである。
中国は，2003 年から 2007 年は 10％以上の経済成長である。2007 年には
14.2％に達した。しかし，2008 年 9.6 %，2009 年 9.2％へと低下した。2010 年
には増加するが，以降低下して，2012，13 年は 7.7％となった。
中国以外の 7か国も大局的にはほぼ同じ傾向である。リーマンショックによ
る世界的景気後退（the Great Recession）を反映して，2008 年，09 年に大き
く落ち込んでいる。最も大きな落ち込みは日本であり，2009 年が－ 5.5％であ
2　世界の花き産業を展望した文献には，1990年頃までについては，小川（1991）やハーク
等（1992）がある。花き球根産業の90年頃までの展望は，クライン等（1992）がる。1990
年代について，世界の花き産業についてはDe Groot(1999)がある。アジア地域の花き産業
については，Ohkawa(2000)がある。2000年代前半までの世界の花き球根産業については，
Buschman(2005)，Benschop等 (2010)がある。
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る。韓国の成長率は 2000 年には 8.8％で中国を上回り，2008 年，09 年もプラ
ス成長ではあるが，全般的に低下傾向にある。2013 年は 3.0％である。ニュー
ジーランドは，2000 年 2.5％から 03 年に 5％まで上昇するが，その後低下し，
2008 年に－ 1.6％に落ち込み，2013 年には 2.8％まで回復した。アメリカ合衆
国は，2013 年は 2.2％にまで回復した。イギリスは 2003 年には 1.7％，日本は
1.6％，フランスは 0.3％である。オランダは，2012 年が－ 1.6，2013 年が－ 0.7
とマイナス成長になっている。
 
出所：総務省『世界の統計』2012 年から 2015 年より筆者作成。
図１-A　経済成長率　　
２　失業率
失業率の推移では，図 1-Bのように，フランスの数値が他国と比べて高く，
2000 年が 10.0％，2008 年に 7.4％まで低下するが，2013 年には 9.9%まで上昇
した。他の 7か国は，総じて，リーマンショックの 2008 年，09 年，10 年と失
業率が急上昇し，その後，低下した。2013 年の失業率は，イギリス 7.5％，米
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国 7.4％，ニュージーランド 4.9％，オランダ 6.7%，日本と中国が 4.0％，韓国
が 3.2％（2012 年）である。オランダとフランスは 2011 年から 2013 年まで失
業率が上昇しているのは欧州債務危機の影響である。（経済成長率もオランダ
は－ 1.6％と－ 1.7％。フランスは 0.3％，0.3％と低い。）
 
出所：前掲書。
図 1-B　失業率
３　物価
物価の推移については，図 1-Cに示されている。日本は消費者物価上昇率
がマイナスの値で持続する，デフレである。2008 年と 2013 年はプラスの上昇
率であった。中国は大きく変動している。2002年は－0.8％，2008年は＋5.9％，
2009 年は－ 0.7%であった。
2009 年に物価上昇率はどの国も大きく低下し，その後回復した。2013 年の
数値は，中国が 2.6％，イギリスが 2.6％，オランダが 2.5％，米国 1.5％，韓
国 1.3％，ニュージーランド 1.3％，日本 0.4％の順である。
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出所：前掲書。
図 1-C　消費者物価上昇率
４　為替レ―ト
ユーロに対する通貨価値を見る。ドルではなくユーロに対する価値を見るの
は，花きの輸出王国オランダの通貨ユーロに対する関係を知るためである。図
１-Dのように，リーマンショックの前年である 2007 年を基準（1.00）として，
対ユーロ各国通貨の為替レートを指数化した。
2000 年から 2007 年まで，ニュージーランドドル以外は，ユーロに対して通
貨価値は下落（円安）している。2007 年から 2009 年に関して，日本円，中国
元，米ドルは，2007 年，08 年から 2012 年まで，価値を増している。韓国ウォン，
英国ポンド，ＮＺドルは，2009 年まで価値を大きく下げているが，その後は
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通貨価値を高めている。2013 年において，2007 年比で通貨価値の下落が大き
いのは，英国ポンド（1.24），韓国ウォン（1.14）。上昇しているのは，米ドル（0.97），
ＮＺドル（0.87），日本円（0.80），中国元（0.79）である。
 
出所：前掲書。
図 1-D　対ユーロの各国通貨為替レート指数
５　貿易依存度
各国の貿易依存度すなわち，GDPに対する輸出のシェア（輸出依存度），
GDPに対する輸入シェア（輸入依存度）の推移が図 1-E（a），（b）に示され
ている。オランダは貿易依存度が，輸出，輸入とも極めて高い。2009 年に急
減に落ち込むが，回復し 2013 年では，輸出依存度は 70.7％，輸入依存度が
63.4％である。輸出，輸入ともその約 6割はＥＵ内の域内貿易である。
全体的傾向では，輸出，輸入とも変動しており，2002 年，03 年と 2009 年が
谷である。この傾向は経済成長率の変動と同様である。明らかに 2009 年の落
ち込みはリーマンショックの影響である。
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出所：前掲書。
図 1-E（a）　輸出依存度
韓国はオランダに次いで貿易依存度が高く，2013 年の輸出依存度は 42.9％，
輸入依存度は 39.5％である。中国，ニュージーランド，フランスの 2013 年の
輸出依存度は，20％台で，それぞれ，23.3％，22.6％，20.7％である。この国々
は輸入依存度も 20％台であり，それぞれ，20.6%，22.3％，24.4％である。
日本とイギリスの 2013 年の輸出依存度は 10％台であり，14.6％，18.8％，
輸入依存度については，日本が 17.0％，イギリスが 25.5％である。アメリカは，
輸出依存度が最も低く，2013 年は 9.4％である。輸入依存度についても最も低
く，13.9％である。
458
－243 （     ）－
 
出所：前掲書。
図 1-E （b） 輸入依存度
６　農業
表 2-Aのように，農業従事者の全就業者に占める割合は，中国が 2000 年
67％から 2013 年 59％へ低下したが，8 か国中最も高い。他の 7 か国の中で
は，ニュージーランドが８％程度，韓国が 10％から４％へ急激に低下してい
る。日本は４％から２％へ低下。オランダとフランスは，3％から 2％となった。
アメリカは，２％から１％半ばへ低下した。2007 年には，日本とオランダは
ともに，ほぼ 2.7%であった。
表 2-Bのように，GDPに対する農業付加価値のシェアは，2000 年から 2013
年まで，中国が 15％から 9％へ低下した。韓国は５％から２％へ低下した。他
の 6か国は変動は少なく，ニュージーランドが７％前後，フランスとオランダ
が２％前後，イギリス，アメリカ，日本は約１％である。
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表 2- Ａ　就業者に占める農業従事者の割合（％）
日本 韓国 中国 アメリカ イギリス オランダ フランス ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ
2000 4.05 9.94 66.65 2.09 1.77 3.34 3.35 9.03 
2007 2.66 6.35 62.65 1.70 1.56 2.69 2.35 8.21 
2013 1.85 4.27 59.04 1.42 1.40 2.24 1.74 7.68 
出所：FAO, FAOSTAT: Population,2000-2013 より算出。
http://faostat3.fao.org/home/E　アクセス :2015 年 9 月 28 日。
表 2- Ｂ　GDP に対する農業シェア（％） 
日本 韓国 中国 アメリカ イギリス オランダ フランス ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ
2000 1.6 4.4 14.7 1.2 0.9 2.5 2.3 8.3
2007 1.1 2.7 10.4 1.1 0.6 2 1.8 6.6
2013 1.2 2.3 9.4 1.4 0.7 2 1.6 6.9
注：ニュージーランド（2013 年）の値は，2011 年のもの。
出所：The World Bank Data, Agriculture, value added （% of GDP）より算出。
http://data.worldbank.org/indicator/NV.AGR.TOTL.ZS アクセス：2015 年 10 月 2 日。
第 3 節　各国の花き球根産業
1　オランダ
オランダは，表３のように，チューリップ，スイセン，ヒヤシンス，グラ
ジオラス，ユリ，ダリアなどあらゆる種類の球根を生産している。2013/14 年
のチューリップ球根の栽培面積は約 1万 300haで全体の 56％である。ユリ約
3.600ha，20％，スイセン約 1,500ha，8%，ヒヤシンス 4位 1,300ha，7％，グ
ラジオラス 5位約 700ha，4%となっている 3。
3　オランダの花き球根産業の発展については，デハルト（1995a,1995b），新里 (1999, 2011), 
Niisato(2010),農林水産省 (2009)がある。リーマンショックの影響については，Niisato and 
Takeda(2015)を参照せよ。
460
－245 （     ）－
表 3　オランダの品種別球根栽培面積
 ha 割合（％）
春咲球根 2013/14 年
チューリップ 10,349 55.9
スイセン 1,479 8.0
ヒヤシンス 1,275 6.9
クロッカス 427 2.3
アイリス 242 1.3
ムスカリ 160 0.9
アリウム 214 1.2
シラー 30 0.2
アネモネ 21 0.1
オチノドクサ 26 0.1
イングリッシュ・ブルーベル 14 0.1
ネクタロスコルドゥム・シクラム 6 0.0
プスキニア 6 0.0
小計 14,211 76.7
夏咲球根 2013 年
グラジオラス 709 3.8
ユリ 3,608 19.5
総計 18,528 100.0
出所：AIPH, International Statistics Flowers and Plants 2014。
オランダの球根面積の推移は，図２のように，第 2 次大戦後大きく拡大
し，1960 年に約 9,800haであったものが，40 年後の 2000 年には 2 倍以上の
20,800haまで拡大した。しかし，2000 年代は全体として循環に変動している。
2005 年まで若干低下し，2007 年に回復するが，2008 年，2009 年，2010 年と
落ち込み，2011 年に戻すが，2012 年，2013 年と低下した。2008 年，09 年の
低下はリーマンショックによる世界同時不況・世界金融危機の影響である。
2000 年以降の傾向を品種別にみると，チューリップの生産面積の推移は球
根全体とほぼ同様の傾向である。ただし，2009年の低下はさほどではなかった。
ユリは 2007 年から 09 年の低下が比較的大きい。スイセンは安定傾向，ヒヤシ
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ンスはゆっくりと上昇傾向，グラジオラスは一貫した低下傾向がみられる。
 
出所：AIPH, International Statistics Flowers and Plants 各年版。
図 2　オランダの球根栽培面積
国内生産額の 2000 年以降の推移は図３に示される。2005 年まで減少，いっ
たん回復するが，2008 年，09 年へと減少した。リーマンショックによる世界
同時不況の影響である。2010 年，11 年と回復した。
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出所：AIPH, International Statistics Flowers and Plants　各年版。
図 3　オランダの球根生産額
オランダは球根を世界に輸出している。表４にオランダの球根輸出と球根
輸入の現状が示されている。2013 年のオランダの全世界への球根輸出は約
67,000 万ユーロ，輸入は約 4,000 万ユーロであった。1ユーロ＝ 129.66 円（2013
年平均為替レート）換算で，輸出約 870 億円，輸入約 50 億円である。輸入は
輸出の６％に過ぎない。主な輸出先は，ＥＵ内でその 40％，ＥＵ以外の欧州
が 10％，アジア（中東以外，日本，中国，韓国等）が 20%，北アメリカ（ア
メリカ，カナダ）20％，ラテン・アメリカが 10%である。ヨーロッパ域内で
輸出の半分を占めるが，全世界に万遍なく販売している。日本に対しては，輸
出が約 4,100 万ユーロ（6.1%）， 輸入が約 70 万ユーロ（1.7%）となっている。
南半球にあるニュージーランド，ラテン・アメリカ（ブラジル，チリ等）から
の輸入が多い。これは，夏冬の季節が反対になり，球根の収穫時期・開花時期
が異なり，切り花生産において開花調整が容易となるためである。
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表 4　オランダの球根輸出と輸入　2013 年
輸出 輸入
1000 ユーロ ％ 1000 ユーロ ％
オーストリア 4,753 0.7 3 0.0
ベルギー・ルクセンブルク 6,264 0.9 1,571 4.0
チェコ 2,278 0.3
ドイツ 86,655 12.9 861 2.2
デンマーク 6,089 0.9
スペイン 8,065 1.2 40 0.1
フィンランド 9,163 1.4
フランス 27,363 4.1 323 0.8
ハンガリー 3,051 0.5
イタリア 21,520 3.2
ポーランド 14,123 2.1
スウェーデン 14,805 2.2
イギリス 44,892 6.7 69 0.2
EUその他 13,734 2.0 18 0.0
EU合計 262,754 39.0 2,885 7.4
オーストラリア 12,591 1.9 ブラジル 8,275 21.3
ブラジル 7,312 1.1 チリ 8,801 22.7
カナダ 24,380 3.6 中国 1,177 3.0
中国 50,366 7.5 エクアドル 308 0.8
コロンビア 7,927 1.2 インド 405 1.0
日本 41,259 6.1 イスラエル 1,467 3.8
メキシコ 22,119 3.3 日本 671 1.7
ノールウエー 8,622 1.3 モロッコ 494 1.3
ロシア 28,142 4.2 ニュージーランド 4,636 11.9
韓国 5,292 0.8 ペルー 2,314 6.0
スイス 10,632 1.6 南アフリカ 2,193 5.6
台湾 12,302 1.8 タイ 115 0.3
ウクライナ 7,838 1.2 トルコ
アメリカ 105,869 15.7 アメリカ 3,481 9.0
ベトナム 17,561 2.6 ザンビア
欧州（EU以外） 57,305 8.5 1 0.0
アフリカ 5,675 0.8 3,334 8.6
アジア（中東以外） 134,416 20.0 3,097 8.0
中東 13,825 2.1 1,470 3.8
北アメリカ 130,249 19.3 3,495 9.0
ラテン・アメリカ 52,681 7.8 19,722 50.8
オーストラリア、オセアニア 15,736 2.3 4,849 12.5
その他の国 47,958 7.1 747 1.9
全世界 673,321 100.0 38,854 100.0
出所：AIPH, International Statistics Flowers and Plants 2013
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国内生産の輸出割合は数量ベースで，約７割といわれている。チューリッ
プ球根では，表 4のように，2002/3 年の総販売球数は，国内向けが 30％，EU
向けが 44％，EU以外が 36％である。日本への割合は 5.5％，アメリカへは
10.2％である。オーストラリア，ロシア，中国，韓国にも輸出されている。「切
花用」とは，切花を栽培し出荷する農家向けの促成栽培用球根のことである。
総販売に対する切花用の割合が，オランダ国内では 98％，EU向けでは 33%。
EU以外では 34％，日本向けでは 38％となっている。
表 5　オランダ産チューリップ球根の販売　2002/03
百万球
総販売 切花用
オランダ　　 1,320 1,300
EU 1,900 630
EU以外 1,100 370
USA 441 147
日本 238 90
カナダ 95 48
ノールウェー 79 60
ポーランド 57 29
スイス 36 12
オーストラリア 30 15
ロシア 30 8
中国 28 14
韓国 12 11
出所：Buschman（2005）
2000 年以降の球根輸出の推移は，図４（a）,（b）に示されている。図４（a）
にみるように，輸出額でみると，2004 年は低下したが，2007 年まで増加傾向
である。2008 年，2009 年と減少し，2010 年，2011 年は増加，2012 年，2013
年は若干減少である。
2006 年以降の輸出数量と輸出単価は，図４（b）に示される。2007 年まで輸
出数量は増加，2009 年に減少するが，それ以降 2013 年まで増加している。輸
出単価（輸出額÷輸出数量）は，2009 年まで減少，2010 年は増加するが，そ
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の後減少している。
オランダは世界の球根貿易の 9割を占めるので，オランダの球根輸出単価は
世界の球根平均価格であり，世界の球根需要と供給によって決定されていると
言える。球根価格の低下は，所得の減少により需要（曲線）の低下，あるいは，
技術革新による供給（曲線）の低下を反映する。2008 年から 2009 年の球根価
格が低下と，輸出数量の低下は，リーマンショック・世界同時不況による世界
の球根需要低下の影響と考えられる。輸出数量は 2010 年，11 年と回復した。
Niisato and Takeda（2015）によれば，回復の要因は，欧州および BRICS諸
国（ブラジル，ロシア，インド，中国）の需要拡大要因が大きい。2012 年，
13 年の価格の低下による輸出額の減少は，欧州債務危機による景気後退が要
因であろう。
出所：AIPH, International Statistics Flowers and Plants各年版。
図 4（a）　オランダの球根輸出額
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出所：前掲書。
図４（ｂ）　オランダの球根輸出額，輸出単価
2　イギリス
イギリスは世界 2位の球根生産国であるが，その栽培面積はオランダの約
30％に過ぎない。栽培面積は，図 5のように，2000 年代は 2008 年まで安定的
に推移したが，その後，変動しながら減少傾向であった。2011 年以降は持ち
直している。 生産品目はスイセンに特化している。2007 年のイングランド・
ウエールズでのスイセン栽培面積の割合は 9割以上あり，また，その栽培面積
は安定している 4。
4　1990年代および2000年代のイギリスの花き球根産業の展開については，Niisato(2014)を見
よ。
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出所：AIPH, International Statistics Flowers and Plants 2014。UK DEFEA, Basic 
Horticultural Statistics 2014。
図 5　イギリスの球根栽培面積
生産額は，図 6のように，2000 年代は安定している。近年拡大傾向がみら
れる。貿易面では，球根全体では輸出よりも輸入が大きく超過している。2000
年に生産額が 3,200 万ポンド，輸入は 3,100 万ポンドであり，ほぼ等しかった。
輸入は拡大し，2010 年には 3倍以上の 9,500 万ポンドまで拡大した。輸入先は
オランダからが 85％，その他 EU諸国からでほぼ 100％である 5。2000 年の輸
出が 700 万ポンドである。2011 年には 1,300 万ポンドに拡大した（ただし，そ
の後減少）。これは，スイセンに競争力があるためで，輸出品として安定傾向
を示している。輸出先はオランダ 40％，アメリカが 10％，EU全体（オラン
ダ含む）で約 90％である。
販売球根の国内品が占める割合（自給率）は，球根全体の金額ベースで，
2000 年は 45％であったが，2013 年には 30％程度に下がっている。
5　AIPH, International Statistics Flowers and Plants 2013による。
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出所：UK DEFRA, Agriculture in the United Kingdom 2014。
図 6　イギリス球根の生産，輸入，輸出の推移
3　フランス
フランスはヨーロッパではイギリスに次ぐ球根生産国である。ここ 10 年間
の生産面積は，2000 年代後半に 1,300ha代から低下して，現在，1,100ha代で
ある。
出所：AIPH, International Statistics Flowers and Plants　各年版。
図 7　フランスの球根栽培面積
469
－254 （     ）－
フランスもイギリス同様，球根の輸入超過国である。2013 年は輸入が約 36
百万ユーロ，輸出が約 14 百万ユーロである。輸入先ではオランダが 88％，
EU全体で 99％になる 6。ユーロ表示のイギリスの輸入は約 53 百万ユーロ，輸
出は約 9百万ユーロであるので，球根輸出ではフランスはイギリスを上回って
いる。フランスの輸出は，図８に見るように，変動しつつも安定している。他方，
輸入は，2000 年代後半は減少傾向である。輸出先ではオランダが 80％，EU
全体で 90％，ほかに，アメリカ，南アフリカなどである。
出所：前掲書。
図 8　フランスの球根輸出，輸入
4　アメリカ
アメリカの球根栽培面積は，1997 年 3,576ha，2001 年 3,611ha，2007 年
2,472ha，2012 年 2,521haとなっており 7，2000 年代後半は低下したと推測さ
れる。 図９のように，アメリカは球根の輸入超過国である。2013 年の輸出が
800 万ユーロに対し，輸入は 11,000 万ユーロで輸出の 15 倍である。輸入の約
6　AIPH, International Statistics Flowers and Plants 2013。
7　AIPH, International Statistics Flowers and Plants 2014など。
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9割はオランダからである。リーマンショック後の 2008 年，09 年と輸入は減
少し，その後停滞している。
出所：AIPH, International Statistics Flowers and Plants　2014 年。
図 9　アメリカの球根輸出，輸入
5　中国
中国は，現在，世界 3位の球根生産国である。図 10 のように，栽培面積，
生産額とも 2000 年代は拡大傾向にある。しかし，2010 年以降は低下している。
オランダからの輸入は，図 11 のように，2000 年代は拡大傾向にある。2008 年
に減少するが，リーマンショックの影響は一時的で，2012 年まで急速に拡大
した。2012 年のオランダからの球根輸入額は約 5,000 万ユーロである 8。2010
年以降国内生産は減少しているが，輸入が増加しており，消費は拡大している
と思われる。
8　中国の球根輸入総額は不明であるが，オランダの輸出統計から中国の輸入が把握される。
オランダ以外のＥＵ諸国からも，若干輸入がある。
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出所：AIPH, International Statistics Flowers and Plants各年版。
図 10　中国の球根栽培面積と生産額
出所：前掲書。
図 11　中国のオランダからの球根輸入
6　韓国
アジアでは韓国も球根生産国である。栽培面積の推移は図 12 に示される。
球根全体では，1995 年 91haから , 2000 年 68ha, 2005 年 18haに減少し，2009
年に 51haまで回復するが，2013 年には 22haに減少した。品目別の変動が激
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しく，2000 年代当初にはユリ，グラジオラスが大きな割合を占めたが，2000
年代半ばに急激に減少した。2000 年代後半はチューリップ生産が拡大した。
しかし，2012 年にはチューリップは減少し，ユリが入れ替わった。2013 年に
はユリも減少した。オランダ球根との価格競争が激しく，国内生産は大きく減
少した。
出所：韓国農林畜産食品部『花卉栽培現況』2014。
図 12　韓国の球根栽培面積
生産額でみると，図 13 のように，栽培面積とほぼ同様の傾向がみられるが，
2010 年以降は，全体の面積の低下に反して，金額では増加している。これは，
ユリの生産額の増大による。しかし，2013 年には生産面積の削減により，生
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産額も減少した。
出所：前掲書。
図 13　韓国の球根生産額
韓国の品目別の球根輸入金額の図 14 に示される。ユリは 2011 年までは輸入
が拡大したが，その後減少傾向である。チューリップは，2000 年代半ば以降，
拡大傾向にある。グラジオラス，ダリアは 2008 年以降減少傾向である。
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出所：前掲書。
図 14　韓国の品目別球根輸入額
図 15 には，オランダからの球根輸入総額が示されている。着実な増加傾向
である。2007 年，08 年と減少するが，その後 2011 年まで増加である。韓国の
輸入先のほとんどオランダであるから，韓国の球根輸入総額の傾向を表してい
る 9。
9　図14のドル表示の輸入額は，韓国ウォン―米ドル―ユーロ為替レートの変動の影響も受け
ることに注意が必要である。
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出所：AIPH, International Statistics Flowers and Plants　各年版。
図 15　韓国のオランダからの球根輸入額
7　ニュージーランド
南半球にあるニュージーランドは球根の輸出国である。南北の季節が反対で
あることから，球根収穫時期が異なることを利用した促成栽培用に，日本，ア
メリカ，オランダ，台湾，中国などに輸出している。近年の輸出状況は，表
10 に示される。日本，アメリカ，オランダに輸出が拡大している。中国には
2012年に半減したが，2013年には回復した。全体的に球根輸出は拡大している。
476
－261 （     ）－
表６　ニュージーランドの球根輸出（単位：1000 ユーロ）
2010 2011 2012 2013
日本 4,623 5,881 5,929 6,403
アメリカ 2,681 2,752 3,185 3,210
オランダ 3,701 3,772 4,039 3,957
台湾 1,521 1,387 1,397 1,190
中国 1,346 2,381 1,249 2,036
カナダ 531 1,244 726 803
オーストラリア 552 861 996 971
ケニア 493 291 78 118
フランス 6 5 10 4
ノールウェー 335 490 395 301
アラブ首長国連邦 55 0
ベトナム 285 357 724 1,018
その他 934 1,025 257 2,761
計 17,009 20,282 19,240 20,756
出所：AIPH, International Statistics Flowers and Plants 2014
8　日本
日本の球根栽培面積は，図 16 のように，1970 年には 1,788haであったが 10，
1980 年代は約 1,600haに低下，若干持ち直すが，1990 年以降は急速に低下し，
2005 年には 600haを切り，2013 年には 414haとなった 11。
品目別栽培面積（表７）では，2000 年以降の品目別球根栽培面積が示され
ている。ユリ，チューリップ，グラジオラスいずれも大きく減少している。
2006 年の栽培面積の割合はチューリップが 45％，ユリが 17％，グラジオラス
は 6％である 12。
10　年次別データでは，1973年が最高で20,169haである。
11　日本の球根産業の発展については，新里 (1999), 新里 (2010), 新里 (2011), 竹田・新里 (2013), 
Ohkawa(2005), Niisato(2009), Niisato(2010)がある。
12　2007年以降は，品目別栽培面積の数値は公表されていない。
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出所：日本花普及センター『フラワーデータブック』2009 － 10。農林水産省花き生産
出荷統計。　
図 16　日本の球根栽培面積
表７　日本の品目別球根栽培面積
ha
球根類 ユリ チューリップ グラジオラス
2000 995 218 430 95
2001 883 189 394 76
2002 778 167 365 50
2003 703 141 318 46
2004 636 105 291 37
2005 597 100 282 29
2006 575 96 261 35 
出所：農林水産省花き生産出荷統計。
図 17 に，1990 年以降の数量ベースで，球根生産，輸入，輸出，消費（＝生
産＋輸入－輸出），自給率（＝国内生産 /消費）の推移が示されている。1988
年に球根の隔離検疫の撤廃が始まり，球根輸入の自由化が始まった。生産数
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量は，1991 年以降，継続的に減少傾向である。輸入は，1990 年代は増加し，
2002 年がピークでその後，減少している。輸出はほとんどなく，2013 年は輸
入の 0.2％に過ぎない。消費の動向は，90 年代はガーデニングブームで増加し
たが，2000 年以降は減少傾向である。その結果，1991 年には自給率は約 7割
（67％）であったが，1994 年に 50％を割り，近年は，輸入が国内生産の 3倍程
度になり，国内品の割合（自給率）は 2割程度になった。2013 年の生産は 112
百万球，輸入 385 百万球，輸出 1百万球で，自給率 22.6％であった。
図 18 は，金額ベースでの，生産，輸入，輸出，消費，自給率の推移である。
生産額は 1991 年以降一貫して減少傾向である。輸入額は 1991 年から 1996 年
までは増加，その後，2000 年まで増加した。1996 年から 2000 年までは輸入数
量は増加しているので，この間，輸入価格が下落した。このため。消費額は
1996 年まで増加するが，2000 年まで減少する。2000 年代の輸入額の推移は，
2005 年まで減少，2006 年，2007 年と増加，2008 年から 2012 年まで減少した。
消費額はその結果，2001 年から 2005 年まで減少し，2007 年まで増加となるが，
その後減少した。
図 19 に，生産，輸入，消費の単位価格の推移移を示した。2000 年代は，ユー
ロに対して 2007 年までは円安，2012 年までは円高となっていることも留意す
べきである。2000 年代の国内産球根は，マーケットシェア（自給率）は 30％
以下であり，価格競争力を失っているにもかかわらず，2006 年以降は，2008
年は一時的に低下したが，生産単位は上昇傾向にある。これは，付加価値の高
い，高価格の品種に国内生産がシフトしているためである。
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出所：日本花普及センター『フラワーデータブック』2009 － 10，農林水産省花き出荷
生産統計，農林水産省花木等生産状況調査，財務省貿易統計。
図 17　日本の球根生産，輸入，輸出，消費，自給率　（数量ベース）
出所：前掲書。
図 18　日本の球根生産，輸入，輸出，消費，自給率　（金額ベース）
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出所：前掲書
図 19　国内生産単位価格，輸入単位価格，消費単位価格
最近の品目別輸入先の国（表８）は，ユリではオランダが 7割，ニュージー
ランドが 2割，チリが６％程度，他に，ベルギー，フランス，アメリカが若干
である。チューリップでは，オランダが 98％，ニュージーランドが２％であ
るが，中国から輸入されたこともある。
表８　日本の品目別球根輸入
百万円
国別 2010 2011 2012 2013
ユリ オランダ 3,072 3,087 2,790 3,087
ベルギー 3 0 0 1
フランス 0 0 0 1
アメリカ合衆国 0 0 0 1
チリ 346 274 236 275
ニュージーランド 615 735 714 971
小計 4,036 4,096 3,740 4,336
チューリップ オランダ 1,647 1,589 1,498 1,770
ニュージーランド 27 36 35 44
中華人民共和国 4 3 0 0
小計 1,678 1,627 1,532 1,814
 出所：財務省貿易統計
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第４節　結び
各国の花き球根産業の特徴は次のように要約できる。
１　オランダ
球根生産は，チューリップ，スイセン，ヒヤシンス，ユリ等あらゆる品目を
栽培し，世界の 6割を生産し，供給している。球根貿易の 9割を占める。
2000 年代の生産額（および栽培面積）は循環的に変動している。2005 年に
減少するが，その後増加し，再び，リーマンショックの世界同時不況の影響で
2008 年，09 年と減少した。2010 年，11 年には回復している。世界各国へ輸出
しているが，欧州が 50％，アジア 20％，北米 20％，中南米 10％である。日本
へは 6％。輸出額は 2008 年，09 年と低下した。
２　イギリス
球根栽培面積は，2000 年代低下傾向にあるが，2010 年以降持ち直しの兆し
見られる。生産額では安定しており，2010 年以降増加している。スイセンに
国際競争力があり，輸出品目である。2000 時点では輸入額と生産額はほぼ等
しかったが，急速に拡大し，輸入は 2011 年には，2000 年の 3倍以上になった。
これは，イギリスの球根消費需要が 2000 年代大きく増加したことを意味する。
３　フランス
フランスの球根栽培面積は低下傾向にある。2003 年と 2013 年では 2割減少
した。輸出は安定しているが，輸入が大きく低下してきており，2006 年に対
して 2013 年は 40％減である。生産（栽培面積）の減少と合わせると，これは，
球根消費需要の大きな低下があることを意味する。
４　アメリカ
栽培面積は，2000 年初めに対し 2000 年代後半は 3割低下した。2012 年には
若干持ち直した。輸入について，2008 年，2009 年と減少した。その後は停滞
している。リーマンショック後のアメリカ経済の長期不況を反映している。
５　中国
球根栽培面積は，2000 年代は，変動しながらも拡大傾向にあった。2010 年
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以降は低下傾向である。生産額も面積と同様の変動である。オランダからの輸
入額の推移では，2008 年に減少しているが，2012 年まで急激に拡大し，2012
年は，2000 年比 7 倍である。2008 年比 2 倍である。リーマンショック後も中
国の球根需要は急激に拡大している。
６　韓国
2000 年代の韓国球栽培面積は大きく変動した。2005 年は 2000 年比 26％，
2009 年には，2000 年比 75％まで回復するが，2013 年には 32％に落ち込んだ。
主力品目も，この間，ユリ，チューリップ，ユリと大きく入れ替わった。
生産額でみても，同様の傾向がある。ただし，金額の場合は，2010 年，11 年，
12 年と増加した。球根輸入では，2011 年までは，ユリの輸入が大きく伸びた。
チューリップは，2000 年代半ば以降増加傾向である。オランダからの輸入額
では，2012 年，13 年と減少しているが，傾向的には上昇している。
７　ニュージーランド
南半球にあるユージーランドは，日本，アメリカ，オランダ，台湾，中国に
輸出している。近年（2010 年以降）日本，アメリカ，オランダ，中国への輸
出が拡大している。
８　日本
日本の球根面積は，1980 年代以降減少しており，2000 年代（2000 年
995ha），も毎年減少し，2010 年 505ha，2013 年には 441haとなった。生産数
量では，2000 年 306 万球，2010 年 150 万球，2013 年 112 百万球と減少した。
金額では，2000 年が 5328 百万円，2010 年が 2900 百万円，2013 年が 2400 百
万円と減少している。2000 年代の輸入は，数量，金額とも減少し，消費全体
が減少している。輸入単価が低下傾向であるのに対し，国内生産は高付加価値
品種にシフトして国内生産単価が上昇している。
世界全体の傾向として，2000 年から 2013 年の特徴は，2008 年のリーマン
ショック・世界同時不況の影響によって，2009 年，2010 年に世界的な球根需
要減少し，球根価格の低下，生産の減少，貿易の減少が生じたことにある。そ
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の後の経過は，欧州や BRICS諸国の需要拡大により，オランダ球根輸出，球
根生産は回復した。しかし，近年（2011 年）以降は，欧州債務問題を反映し
た欧州の不況を反映して，生産，輸出は低下している。他の球根生産国のリー
マンショック以降の動向は，アメリカ，日本，フランスでは，生産と消費は停
滞傾向が続いている。イギリスと中国，韓国は，消費需要の拡大が見られる。
ニュージーランドは，中国，日本などへの輸出拡大が見られ，今後も期待でき
よう。
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